
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

限界を設けない 
 

小樽市立塩谷小学校長 加 藤 俊 明  
 

 夏至も過ぎ、いよいよ本格的な夏を迎えようとしています。今月は６年生の修学旅行

や５年生の宿泊研修、４年生の社会科見学も無事に終わり、子どもたちは落ち着いて毎

日の学習に取り組んでいるところです。 

さて、私たちは何かをするとき、自分の限界を設けてしまいがちですが、みなさんは

どうでしようか？先日、読書をしているとこんな話に出会いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この話を読んで、私自身もやる前から自分の限界を設定してしまい、『これ以上は無

理』とすぐに考え、何かをしようとして分かれ道に遭遇した時、ついつい楽な方を選ん

でしまったことがあったなと思いました。そんな時はきまってできる自分を思い描くの

ではなく、できない理由を先に見つけてしまっているのでした。 

陸上競技ではかつては人間の１００メートル走の限界は１０秒だといわれていまし

たが、現在は９秒台で走る選手が何人もいて、優勝するには９秒台はあたりまえとなっ

ています。このように、人間は日々進化しているのです。 

もちろん限界がないと言っているのではありません。限界に達する前に自分で限界を

設定してしまうことはどうなのかということを言っているのです。可能性を信じて挑戦

することは素晴らしいことではないでしょうか。塩谷小学校の子どもたちには、いつで

も可能性の扉を開いてほしいと思っています。 

私自身もできない言い訳を探して最初からあきらめるのではなく、いくつになっても

失敗を恐れず挑戦できる自分になりたいなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小樽市立塩谷小学校   学校だより  第４号  

令和４年６月２９日発行 TEL２６－１１０３ 

E-mail  sioya-ps@otaru.ed.jp 

【教育目標】 

☆すなおでやさしい子ども 

☆よく考える子ども 

☆進んで働く子ども 

☆みんなで協力する子ども 

☆明るく健康な子ども 

 

ノミはあの小さな身体で１フィート（約３０cｍ）以上ジャンプすることができる。

ところが、そのノミをビーカーに入れてガラス板でふたをすると、飛び上がってはぶ

つかるというのを何度も繰り返すうちに、やがてガラス板の少し 

下までしかジャンプしなくなり、それはガラス板を取り外しても 

変わらないという。もう、ガラス板はないのに、小さなビーカー 

の中で、数インチ（１インチは約２．５cm）のジャンプを繰り返 

すのだ。自分にはその何十倍もの力があるとは夢にも思わずに。 

（引用文献：新 自分を磨く方法 スティービー・クレオ・ダービック著） 
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１日(金) 全校朝会、マナベル５・６年 

４日(月) 保護者会１・２年 

５日(火) マナベル３・４年 

６日(水) 読み聞かせ、保護者会３・４年 

７日(木) Ｂ日課５時間授業 

７日(木) スクールカウンセラー来校 

８日(金) 保護者会５・６年 

９日(土) PTA 塩谷神社祭典パトロール① 

１０日(日) PTA 塩谷神社祭典パトロール② 

１１日(月) Ｂ日課、クラブ活動 

１３日(水) 読み聞かせ、マナベル１・２年 

１４日(木) Ｂ日課 

１８日(月) (祝)海の日 

１９日(火) マナベル５・６年 

２０日(水) 読み聞かせ、たてわり班遊び 

２１日(木) Ｂ日課 

２２日(金) ４年屋形船体験 

２５日(月) １学期終業式、Ｂ日課３時間授業 

２６日(火) 夏休み～8/1８ 

２６日(火) マナベル夏休み学習会① 

２７日(水) マナベル夏休み学習会② 
 

 

 
 

６月１０日に、「みかみ建設様」のご厚意で

重機を使ったグラウンドの整地作業が行われ、

グラウンドが美し 

くリニューアルさ 

れました。本校の 

教育環境の整備に 

ご尽力いただき、 

誠にありがとうご 

ざいました。 

 

海浜体験学習等の中止について 
 

 コロナ禍の中、学校では感染防止対策を取り

ながら工夫をして教育活動を進めております。

海浜体験学習・プール学習についても今年度か

らの再開に向けて検討を重ねてきましたが、身

体的な距離の確保など感染防止対策をしっか

り行った上で実施するには、海や水の中での活

動となることから安全を十分確保することが

難しいと判断し、中止することにしましたの

で、ご理解くださいますようお願いします。 

 

 
 

５月下旬に、「いじめ把握アンケート」を全

校で実施しました。悪口やからかわれるなど４

月から嫌な思いをしたことがあったのは５件

で、学級担任が話を聞き、指導を行いました。

これからも、子どもたちに「いじめは絶対に許

されない」ことを指導し、全教職員でいじめの

未然防止、早期発見、早期解決に取り組んでい

きますので、よろしくお願いします。 

 

 

 行 事 予 定 

 

 
 

 ４月１９日に３・５年で実施した標準学力

調査の個人結果を各家庭に配付しました。基礎

基本の定着や活用能力の向上など課題解決型

学習による授業改善の成果が見られる一方で、

まだ「書く力」には課題が見られました。 

 この結果を受け、自分の考えをノートにまと

め、分かるように説明する活動を授業に位置づ

けることにより思考力と表現力を高めるとと

もに、宿題や自主学習ノートを活用して基礎基

本の一層の定着を図っていきます。 

 

 

 

 
 

任期満了に伴い、６月２８日をもって横澤

先生が退職されました。代わって２９日から

は、これまで休職していた中澤先生が復帰し

ましたので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年３カ月という長い期間、お世話に

なりました。うまくいかないこともあり

ましたが、皆さんに支えられて充実した

日々を過ごすことができました。本当に

ありがとうございました。健康第一で、

やりたいことに思いっきりチャレンジし

てください。      横澤 里美 

 

 

 

 
 

 ６月１５～１６日に６年修学旅行(洞爺湖・

有珠山・北黄金貝塚・ウポポイ等)を、２２～

２３日には５年宿泊研修(おたる自然の村)を

実施しました。子どもたちは友だちとの１泊

２日の活動の中で、これまでの学習を生かし、

多くのことを学んできました。 

 

 

 

 

 

 

６年修学旅行     ５年宿泊研修 

  


